
■発行日／平成30年6月10日（毎月10日・25日発行）
■発　行／川越市　〒350−8601埼玉県川越市元町１丁目３−１　http://www.city.kawagoe.saitama.jp/
　　　　　L049−224−8811（代表）　O049−225−2171
■編　集／広報室　　　　

広報川越1416

この印刷物は、グリーン購入法に適合する紙を使用し、印刷用の紙へ、リサイクルできます。

私的利用の範囲を除き、記事や写真の無断転載を禁止します。

ポジタイプ ネガタイプ「声の広報川越（CD）」「点字広報川
越」を作成しています。ご希望の
方は、広報室までご相談ください。
L224−5495O225−2171

緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
川
越
水
上
公
園

へ
行
っ
て
み
る
と
、
遠
足
中
の
子

ど
も
た
ち
の
姿
が
。
大
き
な
木
の

下
で
元
気
い
っ
ぱ
い
、
遊
ん
で
い

ま
し
た
。

修
理
に
出
さ
れ
て
い
た
中
原

町
重し

げ

賴よ
り

の
山
車
の
組
み
立

て
が
行
わ
れ
る
と
聞
き
、
中
央
小

学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。
部
材
は
飛

騨
高
山
で
修
理
さ
れ
、
約
5
時
間

か
け
て
川
越
へ
。
青
空
の
下
、
職

方
や
町
内
の
方
を
中
心
に
組
み
立

て
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
あ
る
部
材
を
一
つ
一
つ
確
認

し
な
が
ら
、
慎
重
に
作
業
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
町
内
の
方
々
は
、

き
れ
い
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
山
車

を
見
上
げ
て
誇
ら
し
げ
な
表
情
。

今
後
の
川
越
ま
つ
り
で
は
、
中
原

町
の
山
車
に
も
注
目
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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集
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記

編
集
後
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ど
ん
ぐ
り

　
蔵
造
り
の
町
並
み
が
残
る
表
通
り
を
一
歩
脇
道
に
入
る

と
、
今
も
、
風
格
あ
る
料
亭
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
物
資
の
集
散
地
ゆ
え
に
、
物
流
と
と
も
に
人
の
交
流
も

盛
ん
だ
っ
た
川
越
は
、
花
柳
界
の
に
ぎ
わ
い
も
県
下
随
一

で
、
東
京
の
奥
座
敷
と
し
て
迎
賓
の
役
割
を
担
え
る
料
亭

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
「
山
屋
」
は
、
川
越
の
豪
商
と
し
て
知
ら
れ
る

横よ
こ

田た

五ご

郎ろ
う

兵べ

衛え

の
屋
敷
を
引
き
継
ぎ
、
明
治
の
初
頭
か
ら

料
亭
を
営
ん
で
い
ま
す
。
新
緑
や
紅
葉
と
い
っ
た
自
然
の

趣
を
演
出
し
た
庭
園
と
一
体
化
し
た
座
敷
が
見
事
で
す
。

　

山
屋
と
共
に
川
越
花
柳
界
の
舞
台
で
あ
り
、「
川
越
小

唄
」
も
披
露
さ
れ
た
「
初
音
屋
」
は
、
江
戸
時
代
後
期
に

初
音
楼
と
し
て
営
業
を
始
め
ま
し
た
。

昭
和
4
年
に
造
ら
れ
た
88
畳
の
大
広
間

は
平
成
25
年
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ

れ
、
現
在
は
「
HハA
T

ツS
U
NネE
YヤA 

G
ガ

ー

デ

ン

A
R
D
E
N
」
と
し
て
結
婚
披
露
宴

も
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
生
ま
れ
変
わ

っ
て
い
ま
す
。
東
明
寺
の
北
東
に
位
置

す
る「
源
氏
家
」
は
、
大
正
13
年
に
東
京
柳
橋
の
料
亭「
二

葉
」
の
面
影
を
残
す
造
り
で
建
て
ら
れ
、
昭
和
5
年
ま
で

は
、
待
合
茶
屋
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
北
側
の
正
面
の
門

か
ら
入
る
と
杉
皮
ぶ
き
の
大
き
な
ひ
さ
し
を
持
つ
特
徴
的

な
玄
関
が
当
時
の
た
た
ず
ま
い
を
今
に
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
川
越
の
料
亭
文
化
と
共
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
れ
ら

の
建
築
物
は
、
地
域
の
貴
重
な
歴
史
的
景
観
資
源
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　小さくてかわ
いらしいミニト
マト。そのまま
食べてもおいし

く、サラダやピザなど、さまざまな料理にも欠か
せない野菜です。そんなミニトマトを親の代から
栽培しているのは、中福の吉

よし

澤
ざわ

喜
き

芳
よし

さん。
　吉澤さんは苗を植えた後、ほとんど水を与えま
せん。水をできるだけ控えることで、味が引き締
まり、おいしいミニトマトができるそうです。水
が少なくても株を枯らさず、おいしく実るよう、
土の水分量を細かく調整したり、海産物を原料と
する肥料を加えたりと、工夫を重ねています。「酸
味が強すぎるときは、一晩常温で置いておくとよ

りおいしく食べ
られますよ」と
吉澤さん。収穫
後も一定の温度
があれば成熟が
進み、甘みが増すそうです。
　吉澤さんのミニトマトは、上松原の農産物直売
所「福菜」で購入できます。色鮮やかで、栄養た
っぷりのミニトマトはこれからが旬です。おいし
いミニトマトをたくさん食べて、暑い夏に備えま
しょう。

ミニトマト

農政課L224－5939
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ジャガイモ・トウモロコシ・インゲン・エダマメ・新タマネギ・
ゴボウ・キャベツ・トマト・キュウリ・ナス・コマツナ

この時期に市内の直売所などで購入できる主な川越産野菜
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